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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インサート周囲面によって接続される、互いに対向するインサート上面および基面と、
前記インサート基面に隣接し、かつ第１および第２のインサート当接面およびインサート
アクチュエータ面を含むインサートの蟻継ぎ式滑り止め配置構成とを含む、切削インサー
トであって；前記第１のインサート当接面は、前記インサート基面と外角で鋭角な第１の
蟻角を形成する第１の蟻継ぎ部分を含み；前記第２のインサート当接面は、前記インサー
ト基面と外角で鋭角な第２の蟻角を形成する第２の蟻継ぎ部分を含み；前記インサート基
面に対して垂直方向から見た目においては、前記第１の蟻継ぎ部分は、前記第２の蟻継ぎ
部分よりも長く、かつそれとは非平行であり；前記切削インサートは中実構成を有し、片
面の切削インサートであり；前記切削インサートの切刃は、前記インサート上面と前記イ
ンサート周囲面との間の交差点に沿ってのみ延在する、切削インサート。
【請求項２】
　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、前記第１の蟻継ぎ部分が
、前記第２の蟻継ぎ部分の少なくとも２倍の長さである、請求項１に記載の切削インサー
ト。
【請求項３】
　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、前記第１の蟻継ぎ部分は
、前記第２の蟻継ぎ部分の長さの４倍未満である、請求項１または２に記載の切削インサ
ート。
【請求項４】
　前記切れ刃は、コーナ刃部分の異なる側から延在する第１および第２の切れ刃部分を含
み；前記第１の切れ刃部分は、前記第２の切れ刃部分よりも長く、および、前記インサー
ト基面に対して垂直方向から見た目においては、前記第１の蟻継ぎ部分と３０°以下の角
度を形成する、請求項１～３のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項５】



(2) JP 2016-540654 A5 2017.11.9

　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、第１の基面幅が、前記第
１の蟻継ぎ部分と、前記インサート基面と前記インサート周囲面との間の交差点に沿って
延在する周囲基面縁の隣接部分との間で測定可能であり、および全体的な基面幅が、前記
第１の基面幅に平行にかつそれと重なり合って、および前記インサート基面の対向する周
囲基面縁間に延在して、測定可能であり；および前記第１の基面幅の大きさは、前記全体
的な基面幅の大きさの２３％以上である、請求項１～４のいずれか１項に記載の切削イン
サート。
【請求項６】
　前記第１の基面幅の大きさが、前記全体的な基面幅の大きさの３３％以上である、請求
項１～５のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項７】
　前記切削インサートが、きっかり４つのインサート当接面を有する、請求項１～６のい
ずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項８】
　前記インサート基面から隆起が突出し、および前記インサートの蟻継ぎ式滑り止め配置
構成の全ての面が、前記隆起に形成されている、請求項１～７のいずれか１項に記載の切
削インサート。
【請求項９】
　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、前記インサート基面は、
前記滑り止め配置構成を完全に取り囲み、および前記インサート基面と前記インサート周
囲面との交差点に沿って延在する前記周囲基面縁に沿った任意の点と、前記滑り止め配置
構成の隣接する面との間の最小基面幅は、前記第１の蟻継ぎ部分と周囲基面縁の隣接部分
との間で測定可能である第１の基面幅の少なくとも６５％である、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の切削インサート。
【請求項１０】
　前記インサートアクチュエータ面が、前記インサート基面に対して垂直に延在する、請
求項１～９のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１１】
　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、前記第１の蟻継ぎ部分は
、前記インサートアクチュエータ面の長さの少なくとも２倍である、請求項１～１０のい
ずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１２】
　前記インサートアクチュエータ面が平面的である、請求項１～１１のいずれか１項に記
載の切削インサート。
【請求項１３】
　前記インサート基面に対して垂直方向から見た目においては、前記インサートアクチュ
エータ面が、前記第１の蟻継ぎ部分のみに対向する方向に面している、請求項１～１２の
いずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１４】
　前記第１および第２の蟻角が、前記インサート基面と相俟って、５０°～８０°の外角
を形成する、請求項１～１３のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１５】
　前記切削インサートの重量が、２～６グラムである、請求項１～１４のいずれか１項に
記載の切削インサート。
【請求項１６】
　前記切削インサートは、貫通孔を持っていない、請求項１～１５のいずれか１項に記載
の切削インサート。
【請求項１７】
　前記切削インサートが、前記インサート基面に垂直に、かつ前記インサート基面とこの
基面から最も遠位の前記インサート上面上の点との間で測定される、切削部分高さを含み
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、および前記切削インサートの重心は、前記インサート基面から前記切削部分高さの１２
％～３０％に配置される、請求項１～１６のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１８】
　切削部分高さが、前記インサート基面に垂直に、かつ前記インサート基面とこの基面か
ら最も遠位の前記インサート上面の最上点との間で、測定可能であり；滑り止め配置構成
高さが、前記インサート基面から、前記インサート上面から離れる方向に前記切削インサ
ートの最も遠位の最下点まで、前記切削部分高さと平行に測定可能であり；および前記切
削部分高さの大きさは、前記滑り止め配置構成高さの大きさよりも大きい、請求項１～１
７のいずれか１項に記載の切削インサート。
【請求項１９】
　切削部分高さが、前記インサート基面に対して垂直に、かつ前記インサート基面とこの
基面から最も遠位の前記インサート上面の最上点との間で、測定可能であり；蟻継ぎ高さ
が、前記インサート基面に対して垂直に、かつ前記インサート基面から、前記切削インサ
ートの前記蟻継ぎ部分の最も遠位の最下点まで、測定可能であり；および前記蟻継ぎ高さ
の大きさは、前記切削部分高さの７０％未満である、請求項１～１８のいずれか１項に記
載の切削インサート。
【請求項２０】
　前記蟻継ぎ高さは、前記切削部分高さの３０％超である、請求項１～１９のいずれか１
項に記載の切削インサート。
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